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T cell と B cell 
免疫応答に関与するリンパ球が，その由来によって二つの異なった population
に大別されることが明らかにされている。胸腺由来リンパ球 (Tcell) と骨髄由
来リンパ球 (Bcell)である。しかも形態学的には全く区別のつかないこの二種
類の細胞が，抗体産生や細胞性免疫において，それぞれ独自の機能を発揮すると
ともに，細胞どうしの相互作用によって，複雑な免疫応答の sequenceを成立さ
せていることが次々に明らかにされている。最近の免疫学のおもな会合や刊行物
は， T cellと Bcellの話題でしめられ，あたかも T cell， B cellを扱かわ
なければ人にあらずといった勢いである。このような風潮の可否は別として，現
代の免疫学がそこに関与する細胞に最も大きな関心を示していることはたしかで
あるo 
T cellは， B cellと同様に造血幹細胞に起原をもつが，胸腺を経由して胸腺
上皮の影響下で分化したリンパ球で，抗原と特異的に反応し増殖するにもかかわ
らず，それ自身では抗体を合成しない。一方 Bcellは，晴乳類ではおそらく骨
髄から直接に末梢リンパ組織に入って分化した細胞で， 抗体産生前駆細胞であ
る。 B cell表面には，やがて合成する抗体と同じ構造を含んだ免疫グロプリン
のリセプターがあり，抗原と反応することによって抗体産生細胞(プラスマ細胞
など)へとさらに分化する。ところが生下時の胸腺摘出などによって T cellを
障害すると，多くの抗原に対して， B cellは抗体を合成することができなくな
ってしまう。したがって， T cellは抗原認識とともに， B cellに何らかのシグ
ナノレを送って， B cellの抗体合成を調節するものと考えられる。さらに細胞性免
疫，腫虜免疫，移植の拒絶反応などにおいて主役をなしているのは， T cellであ
る。 agammaglobulinemiaを含む免疫不全症候群は，このいずれかの細胞系の
欠除あるいは選択的な機能不全としてとらえられなければならない。
ところで問題は，これら二種の細胞の細胞間相互作用の機序である。ふしぎな
ことには， T cellの表面には， B cellに存在するような免疫グロブリンは証明さ
れていない。 T cellの抗原認識単位，あるいはリセプターは，仮空の IgXとし
て，想像上のものにすぎなかった。しかし最近になって， IgXに相当すると考え
られる T cell由来の活性物質の存在がようやく明らかにされようとしている。
この物質は抗原と特異的に結合するばかりでなく， B cellの分化や抗体合成を
特異的に調節する，免疫応答における第二のメッセンジャーであろうと思われる。
このようにして現代の免疫生物学では，物をしてみずから語らしむるという伝
統的な科学的アプローチのほかに，ゆたかな想像力と巧妙なトリックによって，
語らしむるべき物を語るという，いわば逆のアプローチが，大きな花をひらかせ
ようとしている。
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